
石神井南中学校保健体育科の授業改善推進プラン

これまでの指導や定期考査に基づく分析 分析から見た課題

・学習活動に対して、真面目に取り組む ・年間を通して基礎的な体力を高めてい

生徒が多い。 くために、毎時間補強運動等を取り入

・自ら課題を見付け、考え/判断し/主体 れていく。

的に行動していく力が乏しい。 ・指導を工夫して、考え/判断し/行動す

・新体力テストの結果から、男女共に、 る場面を増やし、主体的に学習する態

相対的に基礎体力が乏しい。 度を高める。また、発展した技能の習

得と知識理解の関連性を高め、「でき

る」「分かる」の統合を図っていく。

【指導法の課題分析及び改善策・指導計画】

指導方法の課題 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画

・基礎体力に差があるもの ・個の能力を充分に生かせ ・学習ノートの活用をする。

の、前向きに取り組む生徒 るように工夫するととも ・個人カードやグループでの

１ が多い。 に、グループ活動を通して、 活動を導入する。

・特に配慮を要する生徒には 運動に親しむ観点から授業 ・競技の特性やゲームの知識

個別の課題を設定する。 を展開する。 理解をさせ、自己達成目標

年 ・グループ学習の時間を多く ・個人の達成目標を考えさ を立てさせる。

とれなかった。 せ、個人カードやグループ ・各競技への動機付けをする。

学習を充実させる。

・基礎体力が低い傾向にあ ・技能の習得のみならず、生 ・個人カードやグループ活動

る。また、個人の運動能力 涯スポーツや運動に親しむ の導入をする。

２ に差がある。 観点から体を動かす機会を ・相互学習により、お互いを

・グループ学習の時間を多く 増やす。 高め合う機会とする。

とれなかった。 ・自発的な活動につながるよ ・自己の達成目標から、計画

年 ・自分たちで動いていく学習 う個人の達成目標を考えさ 的な運動を考えさせる。

をし、公正な審判や、安全 せる。 ・授業計画の提示により、学

に留意しながらのゲーム ・グループ学習の導入をして 習への動機付けを高める。

や運動に取り組ませる（準 お互いの動きに関心をもた

備や片付けなども含める）。 せ、自己評価とグループ評

価をさせる。

・運動に対して興味・関心を ・能力別グループ学習の導入 ・個人カードを導入し、自己

もっている生徒が多い。 や学習カードを利用して、 達成目標を立てさせる。

３ ・公正な審判や、安全に留意 達成目標を考えさせ、グル ・相互学習により、評価し合

させ、競技やゲームに取り ープや自己評価をさせる。 う、工夫をするなど、お互

組ませる。リーダーを中心 ・自発的に取り組めるように いを高め合う機会とする。

年 に自分たちでゲーム等の計 競技のルールを作らせるな ・生涯スポーツの観点から、

画をし、内容の組み立てを ど工夫する。リーダーを 自己に合った運動の計画を

させる。 中心とした取組など、全体 立てさせる。

の理解力を高める。


